
  

 

令和4年度 第8回 谷浜・桑取区地域協議会 

 次 第 

 

日時：令和5年1月31日（火）午後6時30分～ 

会場：谷浜・桑取地区公民館 2階 大会議室 

 

 

 １ 開  会 

 

 

 

 

 ２ 会長あいさつ 

 

 

 

 

 ３ 議  題 

【協議事項】 

  ・「地域活性化の方向性」について 

 

 

 

 

 

４ その他 

  次回地域協議会    月   日（   ）午後６時３０分から  

 

 

 

 

５ 閉  会 



今後の谷浜・桑取区地域協議会の活動・協議について 

① 谷浜・桑取区の「地域活性化の方向性」の作成 

…下記基本形に沿って作成していく 

＜基本形＞ 

≪谷浜・桑取区の地域活性化に向けて≫ 

 

 

 

  ○構成要素…資料№２のとおり 

・伝統行事、史跡、文化の継承 

・海、山、川の恵みの活用 

・地域の魅力発信 

・谷浜・桑取区すべてを楽しめる取組の推進 

・来訪者を受け入れるための地域づくり 

・地域のつながりを深める活動の推進 

＜スケジュール（案）＞ 

時  期 内  容 

令和 5年 1月 
・地域協議会だよりで住民に意見募集した結果の確認 

・今後の進め方の確認 

2 月 ・キャッチフレーズの検討 

    3 月 

・地域団体との話し合い（未実施でも可） 

 内容：地域協議会で検討してきた地域活性化の方向性について情報を

共有し、意見交換 

    4 月 
・意見交換の結果を基に構成要素、キャッチフレーズの再検討 

・地域活性化の方向性の決定 

※【作成後】 

「地域活性化の方向性」の協議の中で出された意見等の実現に向けた協議・対応（実施団

体、実現時期、どうしたら実現が可能か） 
 
・地域団体との話し合い 

内容：地域活性化の方向性で出された意見等の実現に向けた話し合い 

・令和 6年度地域独自予算に提案する取組があれば、団体が市に提案 

② 自主的審議事項の決定 

地域課題のテーマ「地域の活性化について」「くわどり湯ったり村について」 

…この２つのうちから自主的審議事項として決定するか、①からの新たなテーマでも可能 

③ 地域団体の活動支援について（地域独自の予算など） 

…令和 6年度に向けて、活動における課題などを意見交換または聞き取る 

谷浜・桑取区の〇〇という個性（強み、特性）をいかして、 

△△△△△△△△△△△△△ます。 

 

 

【 資料№１ 】 



 

名立区における「地域活性化の方向性」 
 

≪名立区の地域活性化に向けて≫ 

 

 

 

 

  ○構成要素 

・地域固有の資源（山・川・海 ほか）を活用した地域の振興 

・歴史・文化の継承、平和を願う活動の継続・発展 

・次代の名立区を担う人材の育成 

・若い世代も一緒になったまちづくりの取組 

・いつまでも安心して暮らすことのできる福祉の充実 

・地域全体での支え合いの推進 

 

名立区の豊かな自然と歴史文化を活かし、次代を担う人を育て、地域で支え合う 

誰もが安心して暮らせるまちを目指していきます。 



谷浜・桑取区地域活性化の方向性の構成要素 
 

                        （下線は前回協議会での追加意見および地域の皆さんからの意見） 

 

 

①伝統行事、史跡、文化の継承 
 
〇小正月行事の開催 

〇城ケ峰砦跡の整備 

〇桑取地域の里神楽の伝承 

〇地域の歴史・文化への理解を深める 
 

②海、山、川の恵みの活用 
 
〇自然を活用したイベントの開催、場所の整備 

  ・イベント：トライアスロン大会、スノーシュー体験、俳句コンテスト 

・場所の整備：サイクリングコース、キャンプ場、初心者向けスキーコース 

〇子どもたちの体験活動の継続 

  ・鮭の野外学習（投網漁）、義の塩づくり体験、魚の森づくり活動 

〇特産品の開発、活用 

  ・山菜、鮎の加工品、鮭の薫製、義の塩 
 

③地域の魅力発信 
 
〇ＳＮＳの活用 

〇たにはま・くわどりの里ガイドマップの活用 

・海水浴場、久比岐自転車道、たにはま公園への来訪者への配布、サブマップの作成 

〇地域外に知られていない地域の宝の発信 

・釣りの名所、カタクリ、蛍、紅葉、雪景色など四季折々の自然、朝日、夕日の景観、 

阿比多神社（祭神が菅原道真公）などの寺社、歴史的史跡、各伝統行事 
 

④谷浜・桑取区すべてを楽しめる取組の推進 
 
〇加賀街道を散策するコースの推奨 

・鍋ケ浦～吉浦～茶屋ケ原～乳母嶽神社を散策するコースの推奨 

〇御朱印巡りできる体制を整備 

  ・各神社で御朱印を作成 

〇たにはま公園内でのＰＲ 

  ・地域のイベント案内、観光看板の設置 

〇たにはま公園から城ケ峰砦跡への登山道の開放 

〇くわどり湯ったり村を利用するプランの企画・実施 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤来訪者を受け入れるための地域づくり 
 
〇四季折々の植物が楽しめる花壇整備 

〇桑谷観光協会の設立 

〇来訪者アンケートの実施 

〇回遊性を生む道路の整備 

  ・中ノ俣へ抜ける道の整備 

 〇移住者、小中学生の留学生の受け入れ 
 

⑥地域のつながりを深めるための活動の推進 
 
〇サロン活動の継続 

〇住民同士が交流する行事の実施 

・趣味活動（輪投げ、ゲートボール、グラウンドゴルフなど）での交流、意見交換の

機会、各行事への参加など 

〇地域の困りごとの解消 

〇町内会行事の継続 

・単独町内会で難しい行事を複数町内会で連携して実施 

〇同窓会組織への働きかけ 

〇現在の活動を維持し、新しい取組に挑戦するための仕掛け 

 ・後継者の発掘と育成、組織（仕組み）づくり 

 ・地域に住み続ける 
 

【当日配布資料№２】 


